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The purpose of this study is to clarify the characteristics of harassment among women 
at the workplace compared to that among men. 
The result of the same-gender harassment analysis indicated that about half (48.5%) 
of the women respondents had thought that “a woman’s enemy is another woman” 
(while 27.6% of the male respondents felt “a man’s enemy is another man”).  The result 
also indicated that harassment among women differ from harassment among men in 
terms of “psychological attacks”. Many women experienced “psychological attacks” 
which include derogatory comments, gossips, bullying, and abuses compared to men. 
Also in “psychological attacks” among women, the attackers were hanging out together 
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パターンを 3 つに分けて説明している。第 1 はリストラ目的等の組織ぐるみのパワハラ、
第 2は特定のハラッサーによるパワハラ、第 3は加害・被害関係がわかりにくいパワハラ











































本調査は 2018年 7月 4日（水）から 7月 6日（金）までの間、インターネット調査と
して株式会社マクロミルに委託して実施した。対象者は委託会社の登録モニターのうち 22
歳から 65歳までの全国の男女のうち、「大学卒業者で現在雇用されている者及び自営業者
である社会人」に該当した者である。その結果、男性 503名、女性 503名の合計 1006名
から有効回答を得た。なお、本調査は、筆者の別調査（大学時代の正課外活動が社会人生
活に及ぼす影響についての研究）に付随する形式を取り、「ハラスメントに関する調査項目」




































析は SPSS Statistics 25 for Windowsを用いた。 
 
① 同性間ハラスメント類型別該当率（表 1） 
研究 1 に基づく分析の 1 つ目として、同性間ハラスメント類型別該当率を表 1 に示し










② 同性間ハラスメント類型別による感情や状態についてのロジステック回帰分析（表 2） 
 研究 1に基づく分析の 2つ目として、ハラスメント 6類型による感情や状態への影響を
検討するために、6 類型を説明変数、ハラスメント攻撃を受けた際の感情や状態に関する
後半 15 項目をそれぞれ目的変数として、男女別に二項ロジステック回帰分析を行った。
後半 15 項目の各項目に対する 6 類型のオッズ比（95％信頼区間）を算出し、その結果を






















































男性 女性 検定† 男性 女性 検定†
1 肉体的攻撃 11 暴力など肉体的な被害を受けた 8.9% 2.2% *** 8.9% 2.2% ***
1 悪口を言われた 31.2% 41.2% **
5 噂話や陰口を言われた 26.8% 36.6% **
精神的攻撃 2 事実でない自分の悪い話を作られ広められた 26.6% 31.0% n.s.
8 SNS・ブログ等に実名ではないが悪口等を書かれた 9.3% 4.2% **
9 SNS・ブログ等に実名で悪口等を書かれた 7.2% 3.0% **
3 無視された 18.5% 26.0% **
4 チームや仲間から外された 19.7% 19.3% n.s.
13 理不尽なことを強要された 23.3% 19.5% n.s.
14 仕事関係者に仕事上で不利になるような情報等を流された 13.3% 13.1% n.s.
10 物を隠されたり盗まれたり壊されたりした 8.9% 5.6% n.s.
12 物品を要求されかけた 7.8% 3.0% **
6 必要な情報や共有すべきことを教えてもらえなかった 24.9% 27.2% n.s.
7 必要な書類、データや品物がもらえなかった 14.3% 14.5% n.s.
6 個の侵害 15 プライベートなことまで干渉したり否定されたりした 20.1% 22.3% n.s. 20.1% 22.3% n.s.
†　 Fisherの直接法   *p＜.05, **p＜.01, ***p＜.001
†   n.s.＝not significant
過小な要求
3 25.0% 30.2% n.s.




5 27.2% 29.0% n.s.
表1　同性間ハラスメント類型別該当率                           　　  （男性n=503,女性n=503）
設問
項目別該当率 類型別該当率




































では①が 133 名（26.4％）、②が 125 名（24.9％）であり、女性は男性と比較して悪口、
陰口、いじめ、嫌がらせによる攻撃経験が多いことが明らかとなった。 







































































































  （https://www.jil.go.jp/institute/siryo/2015/154.html）2018.12.20. 
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